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■五篇五〇冊（すべて吉野屋仁兵衛板）

■第１巻（初篇）より■　初篇冒頭「阿津免草の序」に続けて、毎年正月 2日に堪忍大明神の神事を執り行
う商家の例を取り上げる。家内一統がそれぞれ倹約に努め、その節約で生じた剰余金を貯めておき、親類縁
者などの困窮人を救うために使うという「堪忍箱」。実際の商家を取材した記事と考えられる。図は、堪忍箱
を囲んで一統が揃った正月風景で、当時の正月飾りの様子が髣髴とされる。

＊商家の正月神事
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■第３巻（三篇）「民の繁栄 (にぎわい )」より■　20 部 50 巻に及ぶ義
堂の著作中でも傑作の一つとされる。ある老人が語る様々な奇談・
寓話を通じて、知足安分や修身・斉家などの道を平易に諭した道
話で、各話の途中と末尾に金言名句や俚諺を鏤める。図は、愛児
に先立たれた富裕な商人を救おうとやってきた高僧が「遺族の悲
しみと亡き子の迷いを晴らすために黄金の仏像を作られよ。汝ら
が思うほどの金銀を目の前に出されよ」と助言する。愛児の供養
のためにと差し出された小判 25 両と銀 5貫目を、高僧は金槌で一
気に叩き潰そうとするが、家族は驚き慌てて残念がったため、高
僧は「なんと迷いの深いことよ」と激怒し、執着や迷いを戒める。

■第 4巻（四篇）「立身始末鑑」より■　長者
の礎となることを「始末・堪忍」「地獄箱」「身
上を保つ工夫」「暇なく暮らす工夫」「諸入用の
倹約」「本書を熟読すべきこと」に分けて説い
た商人教訓書。図は、女性が遊ぶ歌かるたを例
にとり、相手側の取札はよく見えるが、目の前
の取札が案外見えないと教える。

■第 5巻（五篇）「忠孝好人録」より■
　伊予大洲藩五代藩主・加藤泰温 (やすあつ )

から褒賞された者など大洲領内の孝悌忠
信の人々約 80 人の伝記を、役所の記録
や各地での現地取材を通じてまとめたも
の。左図は、蝗災 (こうさい ) で田畑が荒れ
果て大飢饉となった時に、自らもギリギ
リの生活をして多くの人々を救った美談
を紹介、右図は、貧家ながら親孝行に尽
くした孝子譚を紹介したもの。
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■第２巻（二篇）「開運出世伝授」より■
　「開運出世伝授」の幟を掲げた翁が大名
等の相談に応じる問答形式で、家業出精
と「倹・忍・根気」の 3つを守ることが
開運の秘訣であることを諭す。儒仏その
他の金言や愚頓漢と知賢漢、豊臣秀吉・
韓信、瓢箪病、石部金吉等々和漢の故事
を引いて質素倹約・堪忍辛抱・根気の要
点や天運を得る法等、性根を入れて稼ぎ
本心に従って生きるべきことを説く。図
は甲師 (かぶとし ) の店頭風景、職人家庭の様
子が分かる。

＊開運の秘訣「倹・忍・根気」
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